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〔(社)日 本 家 政 学 会

室内視環境要素の心理的影響に関する研究（第6 報）
一 家具の量と配置一

奈良女大家政　○馬場宏子　國嶋道子　梁瀬度子　磯田憲生

目 白勺　 本課題におけるこれまでの研究結dﾀ こよ?). 模型実験において，居間におけ
る 視 環 境 要 素 の 空 間 効 果 の 因 子 構 造 の う ち ， 第 一 因 子 で あ る 豪 華 さ(G orgeousness ) 因

子 に 家 具 の 影 響 が 大 き い こ と が 明 ら か と な っ た 。 そ こ で 実 空 間 に お け る 検 討 を 行 う た め の

基 礎 資 料 を 得 る た め に ， 実 際 に 居 住 し て い る 住 宅 の 家 具 の 実 態 調 査 を 行 い ， 空 間 の 形 状 と

家 具 に つ い て の 検 討 を 試 み た 。

方 ｀ 注 ご　 近 畿 一 円 の 戸 建 て ， 集 合 住 宅 を 対 象 に ， 実mm 査 を 実 施 し た 。 測 定 項 目 の 主

な 内 容 は,   (1)室 ， 開 口 部 の 形 状 と 大 き さ(2) 家 具 寸 法(3) 家 具 配 置 で あ る 。 得 ら れ た デ ー

タ よ り ， 家 具 の 床 面 占 有 率 ， 壁 面 占 有 率 ， 空 間 占 有 率 等 を 求 め 検 討 し た 。

糸吉^^　 戸 建 て ， 集 合 住 宅 の 主 な 相 違 点 は'， 空 間 容 積 の 違 い で あ り. 各 々, 家 具 床 面

占 有 率 ， 空 間 占 有 率 は ， あ ま り 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 し か し ， 家 具 量 の ば ら つ き は ， 室

の 広 さ に 関 係 が あ り. 床 面 積 が 小 さ い ほ ど 大 き い 。 壁 面 に 関 し て み る と.  家 具 の 壁 面 占 有

率 は ほ ぼ 決 ま っ て お り ， 家 具 の 高 さ も ほ ぼ 一 定 の 傾 向 を 示 す 。 こ の こ と か ら ， 家 具 の 増 加

は ， 垂 直 方 向 よ り も 水 平 方 向 へ の 伸 び が 考 え ら れ る 。 支 持 用 家 具 の 型 と 配 置 は ， 戸 建 て は

対 面 型 が 多 く ， ま た 対 面 型 は ， コ7  . セ ミ コ ア 型 を と り や す い 。 集 合 住 宅 で は ， 壁 面 に 接

し て Ｉ 型 を 置 く 場 合 が 多 い 。 支 持 用 家 具 型 は ， 床 面 積 と 相 関 が み 石 れ る 。 楽 器 ， ス テ レ オ

等 を 含 む 収 納 用 家 具 に つ い て は ， 家 具 数 の 多 い 戸 建 て は ， コ 型 ， 分 散 型 が 多 く ， 集 合 住 宅

は ｎ 型,     L 型 が 多 く み ら れ た 。

1) 馬場ら “ 室内視環境要素の心理的影響に関する実験的研究( 第5 報貨社) 日本家政学会関西支部第5 回研究発表会　1984年5 月　兵庫
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睡眠環境に関 する実態調査　　 第１報

一 近畿地方における夏・秋・冬季の睡眠環境一

奈良女大家政　 ○宮沢モリエ ・磯田憲生　 梁瀬度子

目的　 睡眠の実態を知る上で、寝具などの被服衛生面での調査は多いが、住居の立場から睡

眠環境を中心とした調査は少ない。既に、実験室実験において睡眠環境が眠りに及ぼす影響が

大きいことは明らかになっている。そこで、 本報では特に温熱条件の変化が睡眠に及ぼす影響

をみるため、近畿地方において、夏・秋・冬期の三季にわたり 調査を行った。

方法　 調査はアンケー ト留置法で夏季８月下旬～ ９月上旬、秋季10 月、冬季は12 月中旬～１

月上旬に、各々　100 ・ 98 ・ 71の調査票を得た。調査内容は日常の睡眠に関する基本的な事項

く属性・睡眠に関 する基本特性・冷暖房器具や寝床暖房具の使用状況等）及び各季の睡眠環境

実態として一夜の睡眠をとった際 の、入・起床時m 境及びその時の感覚申告等である。

結果　 調査対象者は平均年令32 才で、 その内、女性は88 ％である。半数か日常の睡眠になん

らかの不満を感じているか、全体に規則正し い睡眠 習慣を もっている。寝室の平均気温は夏季

2TC ・秋季lS ℃・冬季13 ℃であった。三季のうち最も評価の良いものは秋季であったが夏季・

冬季 の評価も全体にプラス側に位置していた。夏・冬季の評価がプラス側にあるのは、夏季で

は主 として掛用寝具厚の調節が行 われたこと、冬季で寝床暖房具の使用か60% と高かったこと

か考えられる。中途及び起床時覚醒については、眠りを妨げる要因は主として温熱環境要素で

あった。寝室内の寒暑感は寝具の薄い夏季の方が温度変化に対して大きく変化している。また

、寝室の温熱中性申告時における室温は、夏季でほぼ25  r 、冬季でほぼ18 ℃であった。


